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平成29年12月橋本市議会定例会会議録（第３号）その５ 

平成29年12月５日（火） 

                                           

○議長（岡 弘悟君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番10、４番 今城君。 

〔４番（今城敏仁君）登壇〕 

○４番（今城敏仁君）議長のお許しを得まし

たので、壇上からの質問をさせていただきま

す。 

 このたびの台風21号の長雨は、過去に経験

したことのない水量で、各地に大きな被害を

もたらしました。被害を受けられた皆さまに

は、謹んでお見舞い申し上げます。被災され

た方々と被災地域の一日も早い復旧を、心よ

りお祈り申し上げます。 

 我々住まいしております高野口も、先ほど

の危機管理監の答弁の中にも浸水が１件あっ

たのと、いつものことですけども、垣花の樋

門のところが問題になります。それと、田原

道で１件の崖崩れがございました。それこそ

北部のほうもため池、また、応其平野には引

の池という大きなため池がございますので、

今後、どのような天災があるかもわかりませ

んので、区、自治の防災会、関係団体との連

絡を密にとることが重要ではないかなという

ふうに思います。 

 辻本議員のほうから前段は短せえよという

ことございましたので、ただ、せんだって、

経済建設委員会のほうで広島の尾道市と岡山

県の笠岡市に行政視察に参りました。広島の

尾道市では、空き家対策についての勉強をさ

せていただき、笠岡市では、耕作放棄地の勉

強をしてまいりました。これからは今回の行

政視察で得たことを糧に、また市政のほうに

反映していきたいというふうに思います。そ

れと、尾道ラーメンも食べてまいりました。

しょうゆベースの豚骨で、藤田君に連れてい

ただきまして、おいしいラーメンを食べてま

いりました。 

 それと、尾道市なんですけども、行くにあ

たりちょっと調べましたら、この地域とすご

く関係がございまして、尾道というまちの始

まりは、あの地域は平家の時代に大田荘とい

う荘園やったそうでございます。その荘園を、

それこそ後白河天皇に平家がお渡しして、そ

の後白河天皇から高野山領になったというこ

とでございます。高野山へ、瀬戸内海を通っ

て和歌山に来て紀の川を上がって、こちらの

ほうへ米を運んだと。そういうところから始

まったのが尾道市と、尾道村と言うたそうで

すけども、らしゅうございます。雑学でござ

います。すいません、これぐらいで前段を終

わらせていただきます。 

 今回の質問は１問でございます。 

 地域の活性化についてということで質問さ

せていただきます。 

 ①地場産業の振興について。 

 橋本市地場産業振興センターにブランド推

進室が27年４月にでき３年目を迎えますが、

チーム橋本としてさまざまな取り組みを行っ

ていただいております。これまでの取り組み

と、今後の活動についてお伺いいたします。 

 以上で壇上からの質問を終わります。 

○議長（岡 弘悟君）４番 今城君の質問、

地域の活性化に対する答弁を求めます。 

 経済推進部長。 

〔経済推進部長（笠原英治君）登壇〕 

○経済推進部長（笠原英治君）地場産業の振

興に関する、これまでのはしもとブランド推

進室の取り組みと今後の活動についてお答え

します。 
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 まず、はしもとブランド推進室は、平成27

年４月に、官民が一体となって橋本市の地場

産品や特産品をブランド化し、全国・海外に

売り出すことを目的に設立され、橋本商工会

議所、高野口町商工会、紀北川上農業協同組

合、和歌県からそれぞれ１名、本市から臨時

職員を含めて５名の計９名体制で、チームは

しもととして互いの得意分野を生かしながら

活動しています。 

 具体的には、産業振興基金を原資に、がん

ばれ橋本応援補助金を創設し、今年度の交付

決定分を含め３年間で市内事業者の新商品開

発や６次産業化に関する事業に30件、販路開

拓に関する事業に24件の支援を実施していま

す。また、販路開拓・販売促進による地場産

品のブランド化推進については、国内外の物

産商談会、展示会への支援や企業間のマッチ

ング調整を国、県、ＪＥＴＲＯ等と連携して

行っています。 

 また、昨年度寄附額が１億円を超えた、ふ

るさと納税寄附事業では、毎年返礼品の品数

を増やすとともに、一方で淘汰し、ニーズに

即した地場産品の販売促進や魅力発信を行っ

ているところです。 

 また、官学連携事業として、高野山麓はし

もとインターカレッジ・コンペティションを

開催し、大学の持つ専門的知識や学生の視点

を活用させていただきながら地域の魅力づく

りにも取り組んでいます。 

 今後の活動につきましては、産学官が連携

し、引き続き「がんばれ橋本応援補助金」等

による新商品開発・販路開拓への支援や、ふ

るさと納税の返礼品を通した地域と地場産品

の魅力発信などにより、市内の中小事業者、

農業者の活性化、所得向上に取り組んでまい

ります。 

○議長（岡 弘悟君）４番 今城君、再質問

ありますか。 

 ４番 今城君。 

○４番（今城敏仁君）ありがとうございます。

実は、これと同じ質問を27年の４月にさせて

いただきまして、そのとき市長にも答弁をい

ただきまして、一、二年、やはり３年ぐらい

がかかるということでお答えをいただきまし

て、本当に私もずっと、時々ブランド推進室

のほうへは伺っているんですけれども、職員

の方、一生懸命頑張っていただきまして、チ

ーム橋本と、また和歌山県と連携をとり、今、

部長の答弁にもございましたように、それこ

そ、ＪＥＴＲＯであったり、国等との連携を

行って、さまざまな形でいろんな取り組みを

していいただいておるということでございま

す。これは平木市長の公約にもありました、

橋本市を世界へ売り出す、そして、平木市長

の３本の矢の１本ではないかというふうに思

っております。着実に成果を上げて、軌道に

乗っておるというふうに理解をしております。 

 そこで、私の場合はやはり高野口の地場の

産業について、若干お伺いしたいと思います。 

 まず、第１問でございますが、地場産業の

振興ということですが、橋本市の地場産業と

いえば高野口のパイルが、まずはじめに頭に

浮かびます。先ほど壇上で部長のほうから地

場産品の魅力を発信と答弁がありましたが、

高野口のパイル織物のすばらしさを、全国、

また世界へ知らしめ、発信するために、市は

どのような支援ができますか。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）壇上でもお答

えさせていただいたのですが、紀州繊維工業

協同組合や県、国、そして、この秋にＪＥＴ

ＲＯ和歌山支局が県庁内に誕生しました。そ

ういったところと連携して、国内・海外への

展示会の出店をマンパワーとともに、販路開

拓の補助金等で支援してまいります。 

 16番議員のときにもお答えさせていただい
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たんですけど、高野口パイルというのは非常

に品質が高くて、いろいろな用途で使われて

いる付加価値が非常に高いものでございます。

そういったことを、ＳＮＳなんかを活用して

情報発信していきたいと思っておりますし、

何よりもメディア戦略なんかは非常に有効で

すので、メディアの力もしっかり活用してい

きたいと思っております。 

○議長（岡 弘悟君）４番 今城君。 

○４番（今城敏仁君）ありがとうございます。

そのとおりであろうかと思うんです。それこ

そメディアの活動といいますか、メディアを

利用すると。きのう、部長のご答弁にもあり

まして、16番議員の質問にもあったんですけ

ども、エコファーという素材の、高野口で質

のいいものをつくっているという放送が、あ

れはＮＨＫ、いつでしたかね、10日ほど、も

うちょっと前ですか。ＮＨＫの朝のニュース

番組であったんですけども、ご覧になった方

いらっしゃいますか。ありがとうございます。 

 本当に、私も四十数年この業界でいてるん

ですけども、エコファーというのは、その前

は、それこそフェイクファーというふうに言

うたんです。その前はイミテーションファー、

やはり、きのうの部長の答弁にもありました

ように、プラダというヨーロッパのブランド

メーカーがリアルファーを使わないと。やは

り環境、動物愛護に鑑みて、これからはエコ

ファーやと。合繊を使って、テレビでは大野

の機屋さんが映ってられまして、その後、そ

の機屋さんから出ている、高野口の場合は織

りと編みがあるんですけども、編み、メリヤ

ス屋さんのほうでその生地を織って、その後、

加工に出すと。そして、また戻ってきた生地

を機屋さんのほうで、島精機さんのカッティ

ングマシーンでカットして縫製に出すと。 

 そして、その工程をＮＨＫさんが本当に熟

練の職人さんがつくっているすばらしいもん

やというふうな形で広報してくれたので、い

ろんなところから、「高野口はすごいね」とい

うふうにお褒めの言葉をいただきました。そ

れまではお会いしますと、「高野口は昔はよか

ったんやけどな。もう今さっぱりやな」とい

うふうなことが多かったんですけども、「高野

口の技術力はすごいね」と、本当にすごいも

のをつくっているんですけども、それを発信

する情報発信下手といいますか、そういうと

ころであったので、今、ここへ来て、そうい

うふうな評価をいただくというのは、５番議

員もそんなことを小原田の方が言うてたとい

うふうにお聞きしました。やっぱりいいもの

が、これだけこの地域でつくられているので

あるんであれば、もっともっと市民の方にも

知っていただくことが大事ではないかと思う

んですけども、その辺のところ、部長、いか

がでございますか。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）もちろん、市

外、県外、国内、海外の方に知っていただく

のは大事なんですが、何よりも市内の方にま

ずこの商品のよさを知っていただく必要があ

ろうかと思います。今、高野口の「裁ち寄り

処」地場産業振興センターでは、そういった

地場産品を展示・販売させていただいておる

ところでございます。 

 こういったものについて、お客さんをたく

さん招いてご紹介、なかなかできない状況で

はあるんですが、ふるさと納税の中には市民

の方もおられますし、今後、ホームぺージと

かサイト、そういったネットも利用しながら、

しっかり市民の方にＰＲして、またいろんな

ところのイベントでそういった商品も紹介さ

せていただこうと思っております。せんだっ

てのまっせのイベントでも、昨年から県立体

育館で実施するようになったんですが、この

県立体育館の中でできることになったことに
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よって、こういう織物の製品を雨にぬれずに

ご紹介させていただくことが可能になりまし

た。そういうことで、非常にたくさんのお客

さんも来ていただきましたし、販売にもつな

がったと思います。 

○議長（岡 弘悟君）４番 今城君。 

○４番（今城敏仁君）ありがとうございます。

本当にそうやって地域の人に知っていただい

て、地域の方がまた知り合いに「高野口はす

ごいものをつくってるのよ」という広報をし

ていただくと、１人が３人、３人がまた３人

にしますとすごい数の人が、高野口の織物は

すごいんやでということを認識していただけ

ると思いますので、ぜひこれから、またこの

地において、そういうふうな市民の方に知ら

しめてというか、知っていただくような企画

も、それこそブランド推進室のほうで考えて

いただけたらなと、これは要望でございます。 

 それから、もう一つ、この秋も東京で、「ぷ

わぷわ展」があったんですけども、それこそ

この素材を見ていますと、ほとんどがやはり

衣料のエコファーのほうが多くなってござい

ます。やはり時代の流れはそういうふうにエ

コっていう、フェイク、偽物、ちょっとその

前のイミテーションといったらちょっと安っ

ぽく感じるんですけども、エコファーになれ

ば、これからやはり、すごく高野口の品質の

ええ仕事をこなすところへ注文が私は多分来

るんではなかろうかというふうに思います。 

 ここ20年のバブル景気といったら、今の若

い人はわからないんですけども、バブル景気

が終わって、その後のデフレ経済で、今の20

年間が過ぎた1998年ぐらいから、やはり高野

口は売り上げが落ち、だんだんと売り上げが

減ってきて、きのう部長の答弁で47億円にま

で下がっておると。昭和61年には600億円の年

商があったのが、47億円まで下がったと。こ

の20年で私は600億円から47億円と10分の１

になったんですけども、やっとここで底打っ

たなというふうに感じております。これから

は底打てばもう上がるばっかりですので、ま

た業者等も努力して、これから高野口の織物

を、47億円を60億円の売り上げ、60億円を80

億円の売り上げ、80億円を100億円の売り上げ

に目標を設定して、また、ブランド推進室の

サポートもいただきながら頑張っていただけ

るのではないかなというふうに思っておりま

す。 

 それから、はしもとブランド推進室では、

地場産品の販路開拓、販路促進の支援を積極

的に行っているとのことですが、高野口パイ

ル事業者の商業取引はそのほとんどがＢtoＢ、

企業と企業の取り引きです。今後、ＢtoＣ、

企業と一般消費者、ＢtoＧ、企業と行政へ一

部移行していくべきだと思いますが、そのた

めには、最終川下商品を開発することが必須

でございます。このことに対して、市はどの

ような支援ができますか。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）今、お話のあ

りましたＢtoＢ、いわゆる企業対企業の取り

引きが、今の高野口のパイル事業者では主流

になっております。こういうことを言うと非

常に失礼かもしれませんが、企業対企業、問

屋さんとの取り引きであれば、かなり製品が

良いのにもかかわらず、ある程度のロットで

ないと出荷できないとか、値段も非常に値踏

みされることが多いというようなことを、私

も聞いたことがあります。そういう中で付加

価値の高い最終商品を、川下の商品を開発し

て、ＢtoＣ、企業対一般消費者相手に商売を

するということは非常に大事ですし、できれ

ば事業者の方にそういう気持ちを持っていた

だきたいというふうに思っております。 

 ＢtoＣに取り組んでおる具体的な事例とし

ては、新商品開発で、きのうもお話させても
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らいましたチェアパッドであったり、猫型ク

ッション、こういうようなものを川下商品と

して開発して、ネットで本当に完売状態にな

っております。市としてはそれ以外の事業者

に対しても、商品開発とか販路開発のための

資金の一部支援であったり、アドバイザーの

紹介、デザイナーの紹介、そういったことを

積極的にしていきたいと考えています。 

 以上です。 

○議長（岡 弘悟君）４番 今城君。 

○４番（今城敏仁君）ありがとうございます。

また、その辺のところをもっともっとバック

アップしていただきたいというふうに思いま

す。 

 そこでなんですけど、地場産業の伝統産業

の振興という課題に対しまして、後継者の技

術継承、人材育成ということで非常に悩まれ

ていると聞いております。高野口パイルの織

物事業者もこれと同様、職人の技術の継承を

非常に悩んでいます。これら職人の技術は一

子相伝が最もふさわしいものですが、今の時

代、技術をビッグデータにしてＡＩ等で引き

継いでいくことができると思いますが、その

辺のところはいかがでございますか。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）私もＡＩ人工

知能についてはそんなに詳しくありませんし、

情報もまだたくさん得ていないわけなんです

が、確かに世界的にＡＩ技術が進歩して、何

十年もかかって取得した、いわゆる職人の技

というもの全てデータ化して、それが数年の

間で継承できるような、そういう状況になり

得るということを聞いたことがあります。こ

ういうビッグデータをしっかり入力していく

のは大変でしょうけど、これだけ人材不足に

なって、特にこの伝統産業の部分でそういっ

た担い手が不足している以上は、いわゆるコ

ンピューターに頼っていくのも一つの部分だ

と考えております。そういったところから、

必要な費用とか、今後、条件とかを研究して

いきたいなというふうには思っております。 

○議長（岡 弘悟君）４番 今城君。 

○４番（今城敏仁君）ありがとうございます。

それとやはり、先週もちょっと大野にある機

屋さんに言ってきたんですけども、おじいち

ゃんの代に開業して、その息子さん、そして

孫さんが今やっているんですけども、昔でい

う働きに来てくれる職人さんがいないという、

やはり20年の間のロスというのが、人も高齢

化しましていてないという悩みもございまし

た。これは行政のほうがどうこうするという

話ではないかもわかりませんけども、やはり

熟練の職人さんも高齢化しておるし、ぜひ若

い方がこういうふうな織物に興味を持って、

働いていけるような後押しできるような施策

がありましたら、お教えいただきたいという

ふうに思います。 

 それと、長期総合計画案を見ておりますと、

地場産業の後継者育成学校の開校、体験学習

メニューの開発実施というふうになっていま

すけれども、この辺はどういうふうなことを

企画、予定されてございますか。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）長期総合計画

の部分の、多分、商工支援と観光支援という

ところであったと思います。一つ目の商工支

援については、先ほどもお話させていただい

たように、伝統産業については非常に後継者

不足になっておりますので、今、パイル織物

の関係もそうですけど、紀州のへら竿もそう

です。そういったところの後継者支援をしっ

かりしていくように努めたいと考えておるの

と、あと、それらを先日立ち上がりましたＤ

ＭＯを利用して観光商品として、例えば、工

場見学であったり、機織りの体験であったり、

そういったものをメニューとして取り入れて、
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しっかり皆さまにその良さを周知していきた

なというふうに思っております。 

○議長（岡 弘悟君）４番 今城君。 

○４番（今城敏仁君）ここにあったのは、学

校の開校ってなってたんで、そういうふうな

学校を、これは地場産業の経営基盤の強化と

いうところの一番下のほうにあったんで、そ

ういうふうな特別なカリキュラムを組んだ学

校をつくるんかなと思ったんですけれども、

そういうふうなことではないということです

ね。 

○議長（岡 弘悟君）今城議員、長期総合計

画の中身に入り過ぎていますので。 

○４番（今城敏仁君）はい、わかりました。

そしたら、次の質問に移ります。このブラン

ド推進室の職員は、地元事業者のために積極

的に販路拡大、販売促進の成果を出しつつあ

りますが、その成果を正しく評価して、職員

の処遇に反映できていますか。やる気につな

がる評価と処遇が大切だと思いますが、その

辺のところはいかがでございますか。 

○議長（岡 弘悟君）ちょっと今城議員、通

告外ですね。 

○４番（今城敏仁君）はい。これで２回目で

ございます。というのは、やっぱり先ほど言

いましたように、普通の企業ですと、目標を

決めて、今、例えば、47億円の売り上げを、

２年、３年で60億円にすると。60億円にする

ためにどういうふうな計画を立てると。行政

の場合は、単年度、また２年、３年で変わり

ますので難しいかもわかりませんけども、や

っぱりそういうふうな計画を立てて、それに

向かっていろんなサポートをしていくという

のも大事なことではなかろうかというふうに

思いますので、通告外ということですので、

次の質問に移らせていただきます。 

 地場産業の振興と観光振興は非常にかかわ

りの強いセクションだと思います。先日、Ｄ

ＭＯの設立が発表され、観光振興に市も力を

入れていくと思われますが、橋本市のパイル

織物等のＰＲにつながるような観光商品の開

発は可能とお考えですか。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）先ほども答弁

させていただいたんですが、ＤＭＯの観光商

品の中に、必ず地場産業の振興という部分を

しっかり組み込んでいきたいと思います。例

えば、先日、商工会議所がモデル的な観光メ

ニューとして、実際、大阪の方を招いてした

中に、パイル織物でつくった縫いぐるみの製

作体験、自分で綿入れをして、最後に目と口

をつけて、本当に目と口をつけることによっ

て完全なオリジナルな商品ができるんで、非

常に喜んでおられました。そういったことで

あったり、可能であれば、国会議事堂の椅子

の生地であったり、新幹線ののぞみの生地、

こういったものの製作現場を見ていただく、

こういうのも非常に外国人にとっても、訪日

観光教育にもなりますし、観光商品につなが

ってこようかと思っております。そういった

メニューを組み合わせて、しっかり構築して

いきたいというふうに思っております。 

○議長（岡 弘悟君）４番 今城君。 

○４番（今城敏仁君）１問ですので、だいた

いこれぐらいの質問で終わりたいと思うんで

すけども、せんだって、きのうも部長の16番

議員への答弁の中にもあったんですけども、

「ほぼ日手帳」、Ｊａｐａｎｅｓｅ Ｆａｂｒ

ｉｃ 高野口パイル 花絨毯、ほぼ日手帳

2018年と、これは糸井重里さんがプロデュー

スしている手帳、日刊新聞ですかね、そこが

プロデュースしている手帳カバーなんですけ

ども、これ、うちの娘から連絡が来まして、

「お父さん、高野口の織物ってすごいね」と

いうふうに連絡が来ました。そこで、ホーム

ページから見ますと、2018年度のこの手帳ケ
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ースに高野口のパイル織物が、それこそ採用

されたということでございます。ちょっとこ

こに書かれていることを紹介させていただき

ます。 

 高野口パイル花絨毯。日本にはその土地な

らではの気候や風土により生まれた生地が数

多くあります。ほぼ日手帳2018では、そうし

た生地から三つの手帳カバーをつくりました。

花絨毯はふんわりとやわらかくさわり心地の

良い手帳カバー。和歌山県高野山の麓でつく

られる高野口パイルという織物を使っていま

す。パイルというとタオルを連想する方が多

いかもしれません。ですが、この手帳のカバ

ーのパイルは、タオルのようにループ状では

ありません。２枚の布を向かい合わせにして、

そこに糸を通し平行に切り離すことで、布地

から糸が生えているような、ふんわりとやわ

らかくさわり心地の良い独特の織物ができ上

がります。この花や葉の図案は地元の紋屋さ

ん、パイルの模様を決める型紙をつくる会社

が10年ほど前に考案したものを、ほぼ日手帳

カバーに合わせてアレンジしました。クラシ

ックな柄をナチュラルな色合いで表現したら、

こんなにかわいい生地ができ上りました。清

流紀の川の近くにある工場で、織りから染め、

仕上げに至るまで職人さんの繊細な技術によ

って生み出される高野口パイル。日本の生地

の品質の高さを感じてくださいと、こういう

ふうに書かれております。 

 これはロフト等で売られている商品ですけ

ども、これが日本国中に行って、高野口のパ

イルが高野口パイルとして売られているとい

うこと。先ほどのエコファーもそうですけど

も、本当にいいものがつくられているという

ことを皆さんももっとわかっていただいて、

ＰＲしていただけたらなということでござい

ます。 

 以上で終わります。 

○議長（岡 弘悟君）４番 今城君の一般質

問は終わりました。 

   

                                          

 


